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1.はじめに 

 

事前に予想進路、強さ、大きさなどを知ること

ができる台風に対しては早い段階からの対応が可

能です。しかし、限られた地域に短時間に多量の

雨をもたらす「集中豪雨」は、その予測の困難さ

から多くの市町村が対応に苦慮しています。この

理由から、集中豪雨に対する市町村(首長・職員)の

対応能力を効果的に向上させうる訓練・研修手法

の開発と実践が求められています。 

ところで、集中豪雨時には氾濫や土砂災害によ

り人的・物的被害が発生しますが、降雨開始から

本格的な被害発生までには、ある程度のリードタ

イム(余裕時間)が存在します。このリードタイム

には、雨量強度、先行雨量の多少、河川の大小や

河川勾配、地形、土質などさまざまな要因が関係

しています。そのため、リ一ドタイムの長さを一

律に論じることはできませんが、このリードタイ

ムの間に的確な警戒避難活動(警戒巡視、住民への

注意喚起、避難の勧告・指示、避難誘導等)ができ

れば人命損失をゼロにすることも可能です。 

この警戒避難活動を効果的に行うためには以下

の能力が必要と考えられます。 

 

①雨量・気象関係情報等の理解能力具体的には

以下の能力です。 

ア雨量情報、気象関係情報の理解能力 

イ洪水予報、水位情報の理解能力 

ウ住民や警戒巡視職員から市町村災害対策本部、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防本部への事案発生通報、救援要請通報の

理解・評価能力 

②市町村管内の危険レベルの評価能力 

③今後の状況進展の予測(イメージ)能力これら

のうち、 

○集中豪雨への対応上最も基本となる「①のア」 

○人命の安全確保上重要な避難準備情報、避難

勧告、避難指示等の判断のタイミングを計る

上で必須である「②」及び「③」 

の向上を簡便に行える図上訓練手法である「状

況予測型図上訓練」を本稿では紹介します。なお、

状況予測型図上訓練と呼ばれるのは、「状況予測」

を訓練の中心に据えているからです。 

 

 

2.状況予測型図上訓練 

 

状況予測型図上訓練は、原則として次の 2 つの

ステップから構成されます。 

○ステップ 1:対応記入票への記入 

○ステップ 2:評価・検証 

以下では、この構成に沿い訓練の進め方を概述

します。 

 

 

 

 

 

 

特集Ⅱ 風水害図上型演習 

☐集中豪雨を対象とした状況予測型図上訓練 

主宰 日 野 宗 門 

Blog防災・危機管理トレーニング
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(1)ステップ 1:対応記入票への記入 

プレヤー(訓練参加者)に対しコントローラ

ー(訓練進行係)から以下のように指示します。 

①表 1 の「想定」をお読みください。また、「想

定」の中に出てくる表 2、表 3 をご覧くださ

い。表 1～表 3 の内容は、1982 年(昭和 57

年)7 月 23 日に発生した長崎豪雨(長崎市で

262 名の死者・行方不明者)をベースにしてい

ます。なお、気象関係情報は最新の事情を反

映させています。 

②(約 5 分経過後)表 2 の 23 日(金)のく気象関係

情報〉の欄をご覧ください。 

この欄の下部に、[フェーズ 1]、[フェーズ

H]、[フェーズ皿]と書かれた箇所があります。

フェーズ 1 は「16 時 50 分～19 時 00 分」、

フェーズ II は「19 時 00 分～20 時 00 分」、

フェーズ皿は「20 時 00 分～22 時 00 分」の

時間帯のことです。 

③ステップ 1 では、各フェーズにおける、「①状

況等の予測」、「②あなたの対応」、「③悩み・

課題」を表 4 の「対応記入票」(※)にご記入

いただきます。 

(※)表 4 の「対応記入票」はイメージです。実

際の図上訓練では、原則としてフェーズご

とに A4 用紙 1 枚を用意します。 

④対応記入票への記入に際しては、現在の時間

帯までの雨量データや気象関係情報のみを

使用してください。その時間帯以降の雨量デ

ータ等はその時点では「知りえていないデー

タや情報」ですので使用しないでください。 

⑤原則として全ての記入欄を埋めてください。

ただし、記載の多少は問いません(場合によっ

ては「特になし」でもかまいません。) 

⑥持参された資料は、自由にご覧いただいてか

まいません。 

⑦他の参加者と話し合ってはいけません(全て

独力で記入してください)。 

⑧記入時間の目安は、30 分です。(記入状況を

見ながら調整します) 

 

(2)ステップ 2:評価・検証 

ステップ 1 の終了後、記入内容(状況予測、意

思決定・対応)が「想定」の集中豪雨に対し適切か

否かを評価・検証します。 

評価・検証の進め方には、いろいろな方法が考

えられます。紙幅の関係で詳述できませんが、一

般的な進め方は下記の資料に解説されていますの

で、ご参照ください。 

○市区町村による風水害図上型防災訓練の実施

支援マニュアル(図上型防災訓練マニュアル

検討会、平成 23 年 3 月) 

 

なお、表 5 を用いることにより、評価・検証を

簡便に行うこともできます。 

表 5 は長崎豪雨時の状況を時系列で示したもの

です。プレヤーが対応記入票に記載した内容をこ

の表と突き合わせることにより、各フェーズで予

測した状況、意思決定・対応が適切か否かを評価・

検証することが可能です。 

以下に、評価・検証作業の参考として各フェー

ズの特徴と主な留意点を示します。 

 

〈フェーズ 1(16 時 50 分～19 時 00 分)〉 

退庁前の 16 時 50 分に大雨(土砂災害・浸水

害)・洪水警報が発表されますが、その時点では

降雨はありません。17 時頃から降雨が開始し

ますが、19 時前までは時間雨量は 10mm 台の

「やや強い雨」レベルに止まっています。 

このように、これまでの 4 回の大雨(土砂災

害・浸水害)・洪水警報でほとんど被害が発生し

ていないこと、警報発表が退庁時刻間際である

こと、降雨がやや強い程度の雨に止まっている

ことなどから、「警報慣れ」や「油断」による

市町村の警戒体制の弱体化が心配されます。し

かし、3 日前(20 日)の 200 ㎜を超える先行雨量

の相当部分が土中に残留し、そこに大雨(土砂
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災害・浸水害)・洪水警報が発表されたというこ

とを考慮すると、むしろ警戒体制を強化するべ

きなのです。 

 

〈フェーズ II(19 時 00 分～20 時 00 分)〉 

フェーズ 1 の「やや強い雨」が、フェーズ II

では「猛烈な雨」へと急変します。豪雨は継続

し豪雨災害の危険が急速に高まっていきます。

19 時 20 分には死者を伴う最初の土砂災害が

降雨開始の早かった長崎市(当時)北西部の「北

栄町」で発生しています。続いて 19 時 50 分

には「田中町」で発生しています。 

死者を 0 に止めるためには、北栄町での死者

発生を防ぐ必要があります。そのためには、管

内雨量の稠密な観測・監視体制の整備や降水ナ

ウキャスト、降水短時間予報(気象庁ホームペ

ージ参照)の効果的な活用などが必要と考えら

れます。 

 

〈フェーズ皿(20 時 00 分～22 時 00 分)〉 

フェーズ H の間の 100 ミリを超える雨量に

より、中小河川の氾濫、低地部の浸水が囑発生

し拡大しつつあります。そして、20 時 00 分に

記録的短時間大雨情報(数年に一度程度しか発

生しないような短時間の大雨を観測・解析した

ときに発表される)が発表されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、20 時 10 分に土砂災害警戒情報が発表さ

れます。表 5 からは、フェーズ皿に入ると死者

を伴う土砂災害が頻発していることがわかりま

す。 

これらのことから、20 時 00 分の記録的短時間

大雨情報、20 時 10 分の土砂災害警戒情報は「最

後通告」(スーパー警報)的な意味を持っていると

いえます。これらの情報が発表されたときは、行

政も住民も直ちに最大限の警戒が必要となりま

す。しかし、この段階では、豪雨、道路の冠水・

流水、停電等により市町村の活動や住民の避難

行動は大きく制約されることになります。 

以上のことを勘案すると、長崎豪雨のようなケ

ースの集中豪雨では、フェーズ皿の段階で防災

活動や避難行動を本格化させても遅きに失する

可能性が大きい(犠牲者を最小限に止められな

い)ことがわかります。このようなケースでは、

フェーズ II の段階で防災活動等を本格化させる

ことが必要なのです。 

それでは、フェーズ H のどの時点で本格化さ

せるべきなのかということになりますが、その

「時点」は、市町村が雨量情報等を迅速に入手し

うる環境にあるか、危険だと判断した場合に住

民に迅速・的確に伝達できるか(広報車しかない

場合と全戸に戸別受信機が配備済みの場合では、

全く事情が異なります)、情報を受けた住民が適

切な行動をとれるか(住民に十分な防災知識・意

識があるか)などによっても異なります。 
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